
品 名：90020_100740_028_03_シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（予想分配金提示型）_970935.docx 

日 時：2023/7/31 10:15:00 

ページ：表紙 

 

 

 

 

 

 

 

シシュュロローーダダーー・・  
アアジジアアパパシシフフィィッックク  

ＥＥＳＳＧＧフフォォーーカカスス・・フファァンンドド 
（（予予想想分分配配金金提提示示型型））  

運用報告書(全体版) 
第23期 (決算日 2023年１月20日) 

第24期 (決算日 2023年２月20日) 

第25期 (決算日 2023年３月20日) 

第26期 (決算日 2023年４月20日) 

第27期 (決算日 2023年５月22日) 

第28期 (決算日 2023年６月20日) 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、「シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧ

フォーカス・ファンド（予想分配金提示型）」は、2023

年６月20日に第28期の決算を行いました。 

ここに、謹んで過去６ヵ月間の運用状況をご報告

申し上げます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 2021年２月25日から2031年６月20日まで 

運 用 方 針 信託財産の積極的な成長を目指した運用を行います。 

主 要 投 資 対 象 

当 フ ァ ン ド 

シュローダー・アジアパシフィック

（除く日本）株式サステナブル投資

マザーファンド受益証券および

シュローダー日本株式サステナブ

ル投資マザーファンド受益証券と

します。 

シュローダー・ 

アジアパシフィック 

（除く日本）株式 

サステナブル投資 

マザーファンド 

日本を除くアジアパシフィック諸

国の株式とします。 

コマーシャル・ペーパー等の短期有

価証券ならびに短期金融商品等に

直接投資する場合があります。 

シ ュ ロ ー ダ ー 

日 本 株 式 

サステナブル投資 

マザーファンド 

我が国の株式とします。 

コマーシャル・ペーパー等の短期有

価証券ならびに短期金融商品等に

直接投資する場合があります。 

組 入 制 限 

当ファンドの 

マザーファンド 

組入上限比率 

制限を設けません。 

シュローダー・ 

アジアパシフィック 

（除く日本）株式 

サステナブル投資 

マザーファンド 

株式への投資割合には制限を設け

ません。また、外貨建資産への投資

割合には制限を設けません。 

シ ュ ロ ー ダ ー 

日 本 株 式 

サステナブル投資 

マザーファンド 

株式への投資割合には制限を設け

ません。 

分 配 方 針 

毎決算時（毎月20日。ただし当該日が休業日の場合は

翌営業日）に、原則として経費控除後の繰越分を含め

た利子・配当収入と売買益（評価損を含みます。）等か

ら、基準価額水準、市場動向等を勘案して決定します。

なお、収益分配を行わないことがあります。 
 

シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社 
東京都千代田区丸の内１－８－３ 
丸の内トラストタワー本館21階 

http://www.schroders.co.jp/ 

 

当運用報告書に関するお問い合わせ先 

・投資信託営業部 電話番号 03-5293-1323 

・受 付 時 間 9:00～17:00(土・日・祝日は除く) 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（予想分配金提示型） 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参  考  指  数 ※ 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 
2021年２月25日 10,000 － － 38,613.58 － － － 1 

１期(2021年３月22日) 10,068 0 0.7 38,990.32 1.0 95.2 － 171 
２期(2021年４月20日) 10,047 0 △0.2 38,964.01 △0.1 96.2 － 305 
３期(2021年５月20日) 9,816 0 △2.3 38,352.65 △1.6 97.4 － 387 
４期(2021年６月21日) 9,964 0 1.5 39,507.32 3.0 97.0 － 401 
５期(2021年７月20日) 9,699 0 △2.7 38,354.54 △2.9 98.1 － 389 
６期(2021年８月20日) 9,441 0 △2.7 36,755.13 △4.2 99.2 － 362 
７期(2021年９月21日) 9,636 0 2.1 38,339.75 4.3 98.6 － 347 
８期(2021年10月20日) 9,980 0 3.6 40,003.02 4.3 99.1 － 357 
９期(2021年11月22日) 9,999 0 0.2 39,690.03 △0.8 98.5 － 342 
10期(2021年12月20日) 9,556 0 △4.4 37,977.94 △4.3 98.1 － 327 
11期(2022年１月20日) 9,780 0 2.3 38,182.97 0.5 98.5 － 332 
12期(2022年２月21日) 9,698 0 △0.8 37,978.43 △0.5 99.0 － 332 
13期(2022年３月22日) 9,549 0 △1.5 37,314.19 △1.7 98.8 － 310 
14期(2022年４月20日) 9,774 0 2.4 38,918.18 4.3 98.2 － 292 
15期(2022年５月20日) 9,175 0 △6.1 36,504.24 △6.2 98.5 － 262 
16期(2022年６月20日) 9,359 0 2.0 37,429.76 2.5 97.2 － 211 
17期(2022年７月20日) 9,550 0 2.0 38,336.79 2.4 97.7 － 215 
18期(2022年８月22日) 9,644 0 1.0 39,184.53 2.2 98.5 － 217 
19期(2022年９月20日) 9,443 0 △2.1 38,204.32 △2.5 98.5 － 207 
20期(2022年10月20日) 9,125 0 △3.4 36,847.54 △3.6 98.1 － 199 
21期(2022年11月21日) 9,637 0 5.6 38,360.53 4.1 98.5 － 200 
22期(2022年12月20日) 9,403 0 △2.4 38,276.15 △0.2 97.7 － 185 

23期(2023年１月20日) 9,735 0 3.5 38,363.30 0.2 99.1 － 182 
24期(2023年２月20日) 9,978 0 2.5 39,240.85 2.3 99.0 － 178 
25期(2023年３月20日) 9,340 0 △6.4 37,604.56 △4.2 98.9 － 166 
26期(2023年４月20日) 9,768 0 4.6 39,605.09 5.3 98.2 － 164 
27期(2023年５月22日) 9,989 0 2.3 40,372.34 1.9 98.3 － 148 
28期(2023年６月20日) 10,435 100 5.5 43,429.50 7.6 99.0 － 148 

 
（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 
（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 
（注） 基準価額、税込み分配金は１万口当たり。 
（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、株式組入比率および株式先物比率は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 
 

※ 当ファンドは、ベンチマークを設けておりません。 
参考指数は、MSCI オールカントリー・アジア・パシフィック・インデックス（配当込み、円ベース）です。 
当参考指数は、MSCI オールカントリー・アジア・パシフィック・インデックス（米ドルベース）をもとに、委託会社が定める為替レー
トで円換算して独自に算出したものです。MSCI Inc.が作成したものではありません。 
MSCI オールカントリー・アジア・パシフィック・インデックス（米ドルベース）は、MSCI Inc.が開発した株価指数で、アジア・パシ
フィック地域の先進国・新興国で構成されています。 
当指数に関する著作権、およびその他知的所有権はMSCI Inc.に帰属しております。MSCI Inc.が指数構成銘柄への投資を推奨するもの
ではなく、MSCI Inc.は当指数の利用に伴う如何なる責任も負いません。 
MSCI Inc.は情報の確実性および完結性を保証するものではなく、MSCI Inc.の許諾なしにデータを複製・頒布・使用等することは禁じら
れております。 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（予想分配金提示型） 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 参  考  指  数 ※ 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

第23期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2022年12月20日 9,403 － 38,276.15 － 97.7 － 

12月末 9,293 △1.2 36,942.09 △3.5 99.0 － 

(期  末)       

2023年１月20日 9,735 3.5 38,363.30 0.2 99.1 － 

第24期 

(期  首)       

2023年１月20日 9,735 － 38,363.30 － 99.1 － 

１月末 10,064 3.4 39,689.10 3.5 99.5 － 

(期  末)       

2023年２月20日 9,978 2.5 39,240.85 2.3 99.0 － 

第25期 

(期  首)       

2023年２月20日 9,978 － 39,240.85 － 99.0 － 

２月末 9,809 △1.7 38,731.90 △1.3 98.8 － 

(期  末)       

2023年３月20日 9,340 △6.4 37,604.56 △4.2 98.9 － 

第26期 

(期  首)       

2023年３月20日 9,340 － 37,604.56 － 98.9 － 

３月末 9,697 3.8 38,805.82 3.2 99.0 － 

(期  末)       

2023年４月20日 9,768 4.6 39,605.09 5.3 98.2 － 

第27期 

(期  首)       

2023年４月20日 9,768 － 39,605.09 － 98.2 － 

４月末 9,628 △1.4 38,756.19 △2.1 97.9 － 

(期  末)       

2023年５月22日 9,989 2.3 40,372.34 1.9 98.3 － 

第28期 

(期  首)       

2023年５月22日 9,989 － 40,372.34 － 98.3 － 

５月末 9,920 △0.7 40,622.19 0.6 98.6 － 

(期  末)       

2023年６月20日 10,535 5.5 43,429.50 7.6 99.0 － 
 

（注） 基準価額は１万口当たり。 
（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、株式組入比率および株式先物比率は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 
 

※ 当ファンドは、ベンチマークを設けておりません。 
参考指数は、MSCI オールカントリー・アジア・パシフィック・インデックス（配当込み、円ベース）です。 
当参考指数は、MSCI オールカントリー・アジア・パシフィック・インデックス（米ドルベース）をもとに、委託会社が定める為替レー
トで円換算して独自に算出したものです。MSCI Inc.が作成したものではありません。 
MSCI オールカントリー・アジア・パシフィック・インデックス（米ドルベース）は、MSCI Inc.が開発した株価指数で、アジア・パシ
フィック地域の先進国・新興国で構成されています。 
当指数に関する著作権、およびその他知的所有権はMSCI Inc.に帰属しております。MSCI Inc.が指数構成銘柄への投資を推奨するもの
ではなく、MSCI Inc.は当指数の利用に伴う如何なる責任も負いません。 
MSCI Inc.は情報の確実性および完結性を保証するものではなく、MSCI Inc.の許諾なしにデータを複製・頒布・使用等することは禁じら
れております。 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（予想分配金提示型） 

○運用経過 (2022年12月21日～2023年６月20日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算しており、実際の基準価額と異なる場合があります。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、作成期首（2022年12月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの参考指数は、MSCI オールカントリー・アジア・パシフィック・インデックス（配当込み、円ベース）です。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当作成期首9,403円でスタートした基準価額は、10,435円（分配後）で当作成期末を迎え、当作成期首比12.0％

（分配金再投資ベース）の上昇となりました。一方、参考指数であるMSCI オールカントリー・アジア・パシ

フィック・インデックス（配当込み、円ベース）は、13.5％の上昇で、当ファンドは、参考指数を1.4％下回

りました。 

 

（シュローダー・アジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンド） 

セクター別では、素材の銘柄選択がプラス効果となった一方、一般消費財・サービスの銘柄選択がマイナス

の影響となりました。国別では、台湾の銘柄選択がプラス効果となった一方、中国の銘柄選択がマイナスの影

響となりました。銘柄別では、オーストラリアの建設資材メーカーの保有がプラス効果となった一方、中国の

Ｅコマース会社の保有がマイナスの影響となりました。 

 

  

作成期間中の基準価額等の推移 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（予想分配金提示型） 

（シュローダー日本株式サステナブル投資マザーファンド） 

銘柄選択効果で、電気機器のイビデン、サービス業のＭ＆Ａ総研ホールディングス、その他製品のオカムラ

などのオーバーウェイトが堅調な業績を背景とした株価上昇により、プラスに寄与しました。一方、2023年３

月の世界的な金融不安で株価が下落した保険業の第一生命ホールディングス、増益率の鈍化が懸念された卸

売業のシップヘルスケアホールディングス、ＣＢ発行による希薄化が嫌気された不動産業のパーク２４、競合

する新薬上市の悪影響が懸念された日本新薬のオーバーウェイトがマイナスの影響となりました。 

 

 

（アジア・パシフィック（除く日本）株式市場） 

当作成期のアジアパシフィック（除く日本）株式市場は、上昇して終えました。作成期初より2023年１月に

かけて、上昇しました。中国政府が方針を転換して「ゼロコロナ」政策が終了したことや、不動産市場に対す

る支援策を発表したことなどがプラス要因となりました。２月は下落しました。地政学的緊張の高まりが悪材

料となり、特に中国と香港が下落を主導しました。３月は上昇しました。中国にて中央銀行が預金準備率を引

き下げるなど景気を下支えする政策を実施したことが好感されました。特にインターネット関連株が優位に

展開しました。その後４月から５月にかけて下落しました。台湾をめぐる米中間の緊張が再燃したことや、中

国向け対外直接投資に対し米国の政権が新たな規制を導入する可能性があるとの見方が市場参加者に動揺を

与えたことがマイナス要因となりました。６月は作成期末にかけて、インドの一部経済指標の回復等や、中国

の経済対策への期待感等が支援材料となり、上昇しました。（株式市場の騰落は米ドルベースで記載しており

ます。） 

 

（国内株式市場） 

国内ではリオープニングの期待が高まる中、2023年の年明けからは中国におけるゼロコロナ政策の撤廃が

加わり、更には東証による資本コストや株価を意識した経営に向けた対応要請で、海外投資家主導の買いで４

月以降は大幅上昇となりました。企業業績については、2020年度４-６月期をボトムに回復し、改善が継続し

ています。2022年度についても、市場想定線ながらも堅調な着地となりました。 

 

  

投資環境 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（予想分配金提示型） 

 

（当ファンド） 

「シュローダー・アジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンド」ならびに「シュ

ローダー日本株式サステナブル投資マザーファンド」の受益証券への投資を通じ、主要投資対象である、日本

を含むアジアパシフィック諸国の株式に投資し、信託財産の積極的な成長を目指した運用を行いました。 

各マザーファンド受益証券への投資比率は、MSCI オールカントリー・アジア・パシフィック・インデック

ス（米ドルベース）の構成国における日本を除くアジアパシフィック諸国と日本との比率に準じた割合を目安

としました。 

 

（シュローダー・アジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンド） 

セクター別では、素材に対する強気の見方を維持し、保有比率を引き上げました。一方、一般消費財・サー

ビスに対する弱気の見方を維持し、保有比率を引き下げました。国別では、オーストラリアに対する強気の見

方を維持し、保有比率を引き上げました。一方、中国に対する弱気の見方を維持し、保有比率を引き下げまし

た。銘柄別では、中国のホテル運営会社であるH Worldに新規投資を行いました。旅行活動の再開から恩恵を

受け、またホテルの収容客室数の拡大による営業レバレッジが利益成長を促進すると判断しました。一方、韓

国のポータルサイト運営会社であるNaverの一部売却を行いました。韓国のｅコマース市場の成長鈍化が懸念

される中、米国のような新市場での買収は株価に一段の重しとなると判断しました。 

 

（シュローダー日本株式サステナブル投資マザーファンド） 

化学、素材関連では、株主還元の拡充余地が大きく、2023年度からの利益回復が見込まれる藤森工業への投

資を行いました。加えて、カーボンブラックの利益貢献が大きく、中長期で電炉シフトの恩恵を受ける東海

カーボンを新規で組み入れました。一方、ブリヂストンについては、2023年度以降の増益モメンタムは低下す

るとみて、全売却を行いました。 

また、電気機器、機械では、顧客の広がりから中期的な利益成長が期待できるイビデンの組み入れを行いま

した。一方、堅調な2023年度の見通しと自社株買いの発表で株価が上昇した横河電機については、利益確定の

ため全売却を行いました。 

内需、サービス関連では、バリュエーション（価値評価）面での割安感が強く、今後は株主還元がさらに進

むとみているタカラスタンダード、ドウシシャについても投資を行いました。人材関連では、国内における転

職市場の拡大からの恩恵が享受できるビジョナルへの投資を開始しました。 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（予想分配金提示型） 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（予想分配金提示型） 

 

当ファンドの値動きを表す適切な指標が存在しないため、ベンチマークは設けておりません。 

基準価額と参考指数の対比は、下図の通りです。 

 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 
（注） 当ファンドの参考指数は、MSCI オールカントリー・アジア・パシフィック・インデックス（配当込み、円ベース）です。 

 

 

収益分配金につきましては、基準価額水準、市場動向、信託財産の規模等を考慮し、第23期から第27期の収

益分配は見送らせていただきました。第28期は、１万口当たり課税前で100円とさせていただきました。なお、

留保益については、特に制限を設けず、当社の判断に基づき、元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第23期 第24期 第25期 第26期 第27期 第28期 

2022年12月21日～ 
2023年１月20日 

2023年１月21日～ 
2023年２月20日 

2023年２月21日～ 
2023年３月20日 

2023年３月21日～ 
2023年４月20日 

2023年４月21日～ 
2023年５月22日 

2023年５月23日～ 
2023年６月20日 

当期分配金 －  －  －  －  －  100  

(対基準価額比率) －％ －％ －％ －％ －％ 0.949％ 

 当期の収益 －  －  －  －  －  27  

 当期の収益以外 －  －  －  －  －  72  

翌期繰越分配対象額 358  366  378  418  441  513  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。   

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（予想分配金提示型） 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

今後も引き続き、「シュローダー・アジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンド」

ならびに「シュローダー日本株式サステナブル投資マザーファンド」の受益証券への投資を通じ、主要投資対

象である、日本を含むアジアパシフィック諸国の株式に投資し、信託財産の積極的な成長を目指した運用を行

います。 

各マザーファンド受益証券への投資比率は、MSCI オールカントリー・アジア・パシフィック・インデック

ス（米ドルベース）の構成国における日本を除くアジアパシフィック諸国と日本との比率に準じた割合を目安

とし、必要に応じてリバランスを行います。 

 

（シュローダー・アジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンド） 

中国の経済活動の回復にはばらつきがあり、全体的な消費動向は軟調に推移しています。政策支援を受けて

いた不動産セクターは依然低迷し、消費者心理に重しとなっています。足元では政府による更なる金融・財政

支援策の実施が期待されています。当ポートフォリオでは旅行などの屋外での消費活動の再開に恩恵を受け

るセクターに着目する一方で、脱炭素化、輸入代替、国産ブランド志向の高まりといった長期的な政策目標に

合致する企業を選好しています。欧米諸国でインフレ率は比較的高い水準にあるものの、インフレ圧力の緩和

が続いています。この背景により、純利鞘がピークに達したと考えられるオーストラリア等の一部の銀行の保

有を削減する方針です。また、情報技術セクターについてはＡＩ関連アプリケーションの新たな需要に市場参

加者の関心が高まっています。ただしＡＩは発展の初期段階にあり、アジアのハイテク企業の収益への貢献度

は低いとみています。そのような中、ＡＩ関連半導体に必要とされる高度な製造工程を持ち、メモリの使用量

増加の恩恵を受けるアジアのハイテク・リーダー企業を選好したいと考えます。こうした環境下、アジアパシ

フィック地域は一時的にボラティリティ（変動性）の高い市場展開となる可能性はありますが、長期的には高

い成長余地を持つ地域であるとの考えを維持しています。 

 

（シュローダー日本株式サステナブル投資マザーファンド） 

企業のマネジメント・経営戦略の評価を重視し、ＥＳＧの観点から各ステークホルダーに対して適切な配慮

が行われていると判断される企業をボトムアップ・アプローチで選別し、中長期の視点で投資する方針です。

また、企業価値の向上の観点から課題を有する企業で、対話による課題解決が可能と判断される企業にも投資

を行います。 

市場見通しについてですが、日本企業の2023年度の期初ガイダンスは営業増益予想となり、足元の円安水準

を考慮すると上振れ余地を残すものとなっています。一方、マクロ面では各国の中央銀行による金利引き上げ

に伴う世界景気への悪影響が懸念される状況が継続しています。日本株式については、インバウンドを含めた

内需の回復、円安の動きに加え、東証による資本コストや株価を意識した経営の要請を受けた株主還元の積極

姿勢などを背景として、底堅い推移を予想します。 

今後は、個別企業の収益力が重視され銘柄間の格差がつきやすい経済情勢の中、収益や経営のクオリティー

がより重要な要素になるものと思います。中長期の企業価値の観点から、業績の改善余地がまだ織り込まれて

いない銘柄や業績に対する短期的な悲観により割安感が強まっている銘柄に注目して、持続的な成長が可能

な銘柄への投資を進めます。 

 

  



品 名：90020_100740_028_03_シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（予想分配金提示型）_970935.docx 

日 時：2023/7/31 10:15:00 

ページ：9 

― 9 ― 

シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（予想分配金提示型） 

○１万口当たりの費用明細 (2022年12月21日～2023年６月20日) 

項 目 
第23期～第28期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 89  0.916  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 45)  (0.466)  ・ファンドの運用判断、受託会社への指図 
・基準価額の算出ならびに公表 
・運用報告書等法定書面の作成、および受益者への情報提供資料の作成等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 40)  (0.411)  ・運用報告書等各種書類の交付 
・口座内でのファンドの管理、および受益者への情報提供等 

 （ 受 託 会 社 ） (  4)  (0.038)  ・ファンドの財産保管・管理 
・委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.014   (b)売買委託手数料＝作成期間の売買委託手数料÷作成期間の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.014)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 1   0.012   (c)有価証券取引税＝作成期間の有価証券取引税÷作成期間の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.012)   

（d） そ の 他 費 用 14   0.149   (d)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  7)  (0.077)  ・保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
 送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  3)  (0.034)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 ） (  2)  (0.021)  ・印刷費用は、印刷会社等に支払う運用報告書作成等に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  2)  (0.017)  ・その他は、グローバルな取引主体識別子（ＬＥＩ：Legal Entity Identifier） 
  登録費用、金銭信託手数料、信託事務の処理に要するその他の諸経費等 

 合 計 105   1.091    

作成期間の平均基準価額は、9,735円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券（親投資信託を除く）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（予想分配金提示型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および

有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した総経費率（年率）は2.13％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（予想分配金提示型） 

○売買及び取引の状況 (2022年12月21日～2023年６月20日) 

 

銘 柄 
第23期～第28期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
シュローダー・アジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンド 115 258 17,134 38,311 

シュローダー日本株式サステナブル投資マザーファンド 56 122 8,109 17,437 
 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○株式売買比率 (2022年12月21日～2023年６月20日) 

 

項 目 

第23期～第28期 
シュローダー・ 

アジアパシフィック（除く日本）株式 
サステナブル投資マザーファンド 

シュローダー日本株式 
サステナブル投資マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 211,438千円 226,661千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 1,250,974千円 624,705千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.16   0.36   
 
（注）(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注）単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年12月21日～2023年６月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（予想分配金提示型） 

○組入資産の明細 (2023年６月20日現在) 

 

銘 柄 
第22期末 第28期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

シュローダー・アジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンド 59,134 42,115 99,755 

シュローダー日本株式サステナブル投資マザーファンド 29,153 21,100 50,461 
 
（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参

照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2023年６月20日現在) 

項 目 
第28期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

シュローダー・アジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンド 99,755 66.4 

シュローダー日本株式サステナブル投資マザーファンド 50,461 33.6 

コール・ローン等、その他 8 0.0 

投資信託財産総額 150,224 100.0 
 
（注） 金額の単位未満は切捨て。 

（注） シュローダー・アジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンドにおいて、当作成期末における外貨建純資産

（1,269,586千円）の投資信託財産総額（1,277,891千円）に対する比率は99.4％です。 

（注） 外貨建資産は、当作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝142.23円、１オース

トラリアドル＝97.43円、１ニュージーランドドル＝88.25円、１香港ドル＝18.20円、１シンガポールドル＝106.08円、１タイバーツ＝

4.09円、１フィリピンペソ＝2.5514円、１インドネシアルピア＝0.0095円、１韓国ウォン＝0.1109円、１台湾ドル＝4.6094円、１オフ

ショア元＝19.834円、１インドルピー＝1.75円です。 

 

  

親投資信託残高 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（予想分配金提示型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第23期末 第24期末 第25期末 第26期末 第27期末 第28期末 

2023年１月20日現在 2023年２月20日現在 2023年３月20日現在 2023年４月20日現在 2023年５月22日現在 2023年６月20日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 192,203,007   178,589,812   166,842,296   165,141,857   148,544,360   150,224,470   

 シュローダー・アジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンド(評価額) 125,774,337   122,535,996   113,628,106   111,726,043   97,388,284   99,755,486   

 シュローダー日本株式サステナブル投資マザーファンド(評価額) 56,841,236   56,052,419   53,213,190   53,414,814   51,056,407   50,461,986   

 未収入金 9,587,434   1,397   1,000   1,000   99,669   6,998   

(B) 負債 9,894,921   307,109   261,793   280,829   359,230   1,653,850   

 未払収益分配金 －   －   －   －   －   1,423,738   

 未払解約金 9,587,434   1,397   1,000   1,000   99,669   6,998   

 未払信託報酬 290,136   288,461   246,076   264,040   244,916   210,527   

 その他未払費用 17,351   17,251   14,717   15,789   14,645   12,587   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 182,308,086   178,282,703   166,580,503   164,861,028   148,185,130   148,570,620   

 元本 187,262,663   178,667,834   178,347,407   168,777,900   148,350,167   142,373,800   

 次期繰越損益金 △  4,954,577   △    385,131   △ 11,766,904   △  3,916,872   △    165,037   6,196,820   

(D) 受益権総口数 187,262,663口 178,667,834口 178,347,407口 168,777,900口 148,350,167口 142,373,800口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,735円 9,978円 9,340円 9,768円 9,989円 10,435円 
 

［元本増減－第23期から第28期］ 

第23期首元本額 197,040,886円 

第23～第28期中追加設定元本額 391,041円 

第23～第28期中一部解約元本額 55,058,127円 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（予想分配金提示型） 

○損益の状況 

項 目 
第23期 第24期 第25期 第26期 第27期 第28期 

2022年12月21日～ 
2023年１月20日 

2023年１月21日～ 
2023年２月20日 

2023年２月21日～ 
2023年３月20日 

2023年３月21日～ 
2023年４月20日 

2023年４月21日～ 
2023年５月22日 

2023年５月23日～ 
2023年６月20日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 有価証券売買損益 6,520,145   4,637,815   △11,121,968   7,488,871   3,502,361   7,988,994   

 売買益 6,939,598   4,862,078   5,955   7,831,695   3,953,472   8,039,462   

 売買損 △   419,453   △  224,263   △11,127,923   △   342,824   △  451,111   △   50,468   

(B) 信託報酬等 △   307,487   △  305,712   △   260,793   △   279,829   △  259,561   △  223,114   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 6,212,658   4,332,103   △11,382,761   7,209,042   3,242,800   7,765,880   

(D) 前期繰越損益金 △10,903,399   △4,465,234   △   132,073   △10,885,673   △3,195,981   57,005   

(E) 追加信託差損益金 △   263,836   △  252,000   △   252,070   △   240,241   △  211,856   △  202,327   

 (配当等相当額) (   1,184,008)  (  1,131,240)  (   1,131,435)  (   1,072,220)  (    943,432)  (    910,752)  

 (売買損益相当額) (△ 1,447,844)  (△1,383,240)  (△ 1,383,505)  (△ 1,312,461)  (△1,155,288)  (△1,113,079)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) △ 4,954,577   △  385,131   △11,766,904   △ 3,916,872   △  165,037   7,620,558   

(G) 収益分配金 0   0   0   0   0   △1,423,738   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) △ 4,954,577   △  385,131   △11,766,904   △ 3,916,872   △  165,037   6,196,820   

 追加信託差損益金 △   263,836   △  252,000   △   252,070   △   240,241   △  211,856   △  202,327   

 (配当等相当額) (   1,184,009)  (  1,131,265)  (   1,131,508)  (   1,072,265)  (    943,470)  (    910,940)  

 (売買損益相当額) (△ 1,447,845)  (△1,383,265)  (△ 1,383,578)  (△ 1,312,506)  (△1,155,326)  (△1,113,267)  

 分配準備積立金 5,526,921   5,420,372   5,611,040   5,990,880   5,599,611   6,399,147   

 繰越損益金 △10,217,662   △5,553,503   △17,125,874   △ 9,667,511   △5,552,792   －   
 

（注） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

 

項 目 第23期 第24期 第25期 第26期 第27期 第28期 

(a) 配当等収益(費用控除後) 50,227円 139,815円 201,823円 673,998円 299,728円 384,801円 

(b) 有価証券等損益額(費用控除後) 0円 0円 0円 0円 0円 2,057,225円 

(c) 信託約款に規定する収益調整金 1,184,009円 1,131,265円 1,131,508円 1,072,265円 943,470円 910,940円 

(d) 信託約款に規定する分配準備積立金 5,476,694円 5,280,557円 5,409,217円 5,316,882円 5,299,883円 5,380,859円 

(e) 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 6,710,930円 6,551,637円 6,742,548円 7,063,145円 6,543,081円 8,733,825円 

 ( １ 万 口 当 た り ) 358円 366円 378円 418円 441円 613円 

(f) 収 益 分 配 金 額 0円 0円 0円 0円 0円 1,423,738円 

 ( １ 万 口 当 た り ) 0円 0円 0円 0円 0円 100円 

 

（注） 当ファンドが主要投資対象としております、シュローダー・アジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンドは、

外貨建資産の運用の指図権限をシュローダー・インベストメント・マネージメント（香港）リミテッドに委託しております。その費用

として、委託者報酬のうち、販売会社へ支払う手数料を除いた額より、運用権限委託契約に定められた報酬額を支払っております。 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（予想分配金提示型） 

○分配金のお知らせ  

 第23期 第24期 第25期 第26期 第27期 第28期 

１万口当たり分配金（税込み） 0円 0円 0円 0円 0円 100円 
 
 

＜分配金について＞ 
・収益分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」
があります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本（受益者のファンドの購入価額）と同額または上回る場合は、
分配金の全額が普通分配金となります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、
残りの額は普通分配金となります。 

・分配後の受益者の個別元本は、元本払戻金（特別分配金）の額だけ減少します。 
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